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 酸 性 白一f=に捲 持 させ るCdc!042H20の 分 景が夫 々5,10,20%に な るや うに調 製 した鰯 媒

を用ぴ てみた結 果,5～10%含 有 の ものが適當で,20 %に して も反慮 率 を向上 さす こ とが 出來

なかつた・

  3)燭 媒 の壽命 と復 活

 この鯛媒 は250～350。Cで 活性 が張 く,し か も相當長時 間 の使 用 に耐 へ得 るので あ るが,漸

次 その活性が 低下 す るので,こ れ を300～350。Cに 加熱 しつ 曳察氣或 は水蒸 氣 を2～3時 間 通

過 さす と殆 ど復 活 し,こ の操作 を数 回繰返 して400時 間 使 用 して みたが,ま だ活性が 傘減 した

程 度で あつた.

  4)混 合 鰯媒 と助 鰻媒

 酸 挫白一ltにCdCl O4・2H20を10%入 れ 更 に夫 々5%のAl£Os,10%のBaCrO4,10%の

ZnCrO4,0・2%のCuCrO4・O・1%のAgaCrO4,を 含 有 す る数種 の鯛 媒 を用 ひ'(1實 験 した ところ・

O.2%CuC: 04の 添 加は著 し く数果的 であ ることがわかつ たので,更 にCuCiO4の 含 量 をかへ

て,夫 々1%,0.1%,O.05%宛 含 有す る腸 媒につ いて しらべ た結果,0.2～0.1%の ものが最 適

で,助 鰯 媒 と してCuCrO4が 有 敏で あることを見 出 した.

  5) 慶 ガ スを循環 さして 反復使 用 した結果

 反慮 管 を出た慶 ガ スを循環 さして反復使用 すると きで も,慶 ガ ス中 に含 まれ るCO,・, CO,

CH4, H2等 が この反鷹 に悪 い影響 を及ぼ さない ことを認 めた・

        牛 導 膿 の 研 究 其 の一

          過 酸 化 鉛 の 整 流 性 に 就 て

              阿  部 『  清

              田 中  哲 郎

              三  浦   藻

 孕導膿の整流機構 を明かにし出來得れば新 しい整流器を得 る目的 を以て種 々の孚導膿 につ き

實験を行つたが,そ の内過酸化鉛に關する研究結果を藪に扱告する・

 試料は硝酸鉛の溶液を電解 しニツケル陽極板上に電着 した過酸化鉛 を用ひた・先づ鐵針の先

を鋭 くした ものを過酸化鉛の表面に輕 く接鯛ぜしめた揚合,こ の接鯛窯に現はれる整流現象に

ついて述べ る・

                   (38)



             阿部・田中'三 浦:過 酸化鉛の整流性に就て

 最初針 を負に し電歴 を零か ら漸次高めて行き約3ヴ オル ト迄上昇ぜしめた後,漸 次電歴 を下

降せ しめると第1圖 の右側1,it,に 示す女梅 電流電駆曲線      第1圖

が得 られる・この際電厘i上昇 と下降 とで異る曲線を書くのが       ICO

普通である・次 に針を正にした場合低電墜(1ヴ オル ト以下)       !fiO

に於ては接腸黙に於ける抵抗は相當小さく針が負の揚合と大  t「   モ6。1

差は無購 駆 縞 め緻 ヴオ州 。鮒 る・急に抵撚   ll ll
                                   40

高ま り電流 を殆 ど通 じな くなる・この際 ある電氣量が針 よ り
                                   ～0

過酸化鉛に向つて流れる事に依 り接燭黙に絶縁性の皮膜が形
                               ドヨ  おヒら コ 

成 されるものの如 くである.而 してこの絶繰性の皮膜が形成    .田;N .5。12毫 ☆                                    
1。。宝

せ られた後,そ の電流電厭曲線を求めると第1岡 の左側M.IV,

に示す如 きものが得 られる・この際にも電歴の上昇 と下降とで常に異る曲線を書 く・次にこの

様にして絶縁暦の形成ぜ られた歌態のま 」スヰツチを切換へで再び正方向特性曲線(針 の負の

揚合)を 取 ると第1圖 右側の如き曲線は再現せ られす電流 は最初の揚合 より著 しく減少 し且つ

曲線は非常に不規則 となつて定つた曲線 を得 ることは不可能である・それ故第1圖 は嚴密には

特性曲線を表はす ものとは云ひ難い・

 この様な複難な現象 を究める爲に次ク)如き實験を行つた・帥ちセレン整流器に依 り整流せら

れた60ナ イクルの李波を試料 に加へて正方向のみの特性をブラウン管オツシログラフに書か し

むれば,第2圖(a ).の如 くなる・次にスヰツチを切換へて逆方向の李波電歴 を加へた揚合,

     第 2 圖   、    切換へた藤間唯一度だけ第2圖(b)の 黙線に示 した如

 ㌻     ,        き不規則な波形を書 きその後は實線の如き曲線を書 く・

                 邸ち接鯛黙に絶縁暦が形成せ られ る爲には黙線で示 され

       叫    る如き或る電流が流れ る必要があることが明かに甑 せ

  )㌦.ノ      ー   られ る・而 して一度逆方向電摩を加へた後で再び正方向
   (b】           `C》     "                     .  .
                 に切換へた揚合には第2岡(a)の 如 き曲線は再現せ ら

れす第2圖(c)の 如 き不規則な曲線を聲 くのである・

 以上の結果か ら明かな通 りこの整流現象はセレン整流器等の整流現象に比べると不完全であ

つて静特性曲線 を求 めること も嚴密には不可能であるが,假 りに第1圖 皿,IV,の 曲線か らそ

の整流比を求めると整流比は敏万にも及ぶのである・

 接腸窯に60サ イクルの交番電屡を加へてブラウン管 オツログラフ   第5圖 第4圖

上曙 かれ・蝿 特騰 は鞠 の如くなり・勲 ら轍 形は/Aux

第4岡 の如 きものとなる・之に依つて見れば一度蓮方向電駆の爲 に形    一t

成せ られた絶縁暦は正方向のある電歴が顔はる迄破壌せ られす,そ れ以上の電歴に侮 り始めて

破壊せ られて大 なる正方向電流を通するものと解繹せ られる・

 弐 に周波敏 を60サ イクルか ら10000サ イクル迄攣化して動電特性を調べて見たが特性上根本

                    (39)
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的な攣化は認められなかつた・叉逆耐電駆を測定ぜんとしたが,あ る電墜で一度破壊 が起つて

も次の瞬聞直ちに再び絶縁暦が形成せられ,電 腿の上昇と共に逆耐電屡が上昇した.

 以上は鐵針を用ぴた揚合であるが・タングステン・アルミニウム等の針 を用ぴた揚合に も殆

ど同様の結果が得 られた・然 し白金の針 を用ひた揚合には整流現貌は全然認 められなかつた.

それ故 この整流現象の原因は針の尖端接鯛部に生する金属酸化物 に存在するのではないかと考

へ られる・帥ち針 を陽極 とした揚合針の尖端が酸化ぜ られ薄 い酸化物暦 を生じ,こ の暦が所謂

堰暦となつて整流作用が生すると解繹せ られる・而 して第1圖 より明かな通 りその電流密度は

極めて大であるか ら安定な絶縁陸皮膜を作ることが出來れぱ,整 流器として極ゆて優秀な もの

が得 られるものと考へ られ る.

       ポ リス チ ロ ー ル皮 膜 の 延 伸 並 に

            熱 庭 理 に 就 い て

              亭  林   清

 重 合 度 を異 に した合成高分 子物質の皮膜 の延 仲並 熱庭 理 に依 る,光 學的異 方性 の憂 化 と機械

的性質 の憂 化 に關 す る研究 の績 報で あつて,今 回は ボ リスチ ロール皮膜 に就V・て 報告 した ・

 實 験: (イ)試 料  a… …重合 度約400～500(低 分 子 量:「rrolitel)

             b tl・・…重合度約300').(高 分 子量:自 然 重合 物1

      (ロ)'皮 膜 製法 一 ベ ンゾPル 溶 液,ガ ラス板上,蒸 獲 法112～8μ の厚 さ.

      (ノ、)延 伸操 作一 生 と して グリセ リン浴 中(比 較:温 水浴 中)

        最 適 温度 低一1000C～130。C,高 一110bC～145。C

      (エ)測 定,複 屈析度 …… ライツ偏光顯 微鏡,ベ レ ツク,コ ンペ ンセ ーター。

           強 伸 度 ・㍗…K.S。 セ=メP・ 一ター.
                      ヒ

 結 果: (1) 弛渡 一複 屈析度の關係は高,低 重合度の もの共に延伸に徒つて直線的關係

        を以つて上昇するが,常 に高重合度の ものが より高い値を持つて居つた∫

      (2!伸 度は低重合度の ものど,高重合度のものに於いて明瞭な差異が認め られ,

        高重合度の ものに於いては高延伸測に極大の山が現れ る,

      (3)後 熱庭理に よる複屈析度並弧伸度は既報の二三の,高 分子皮膜に比 して遙

        かに急激な低落 を示すが,完 全には元の無醜位歌態に還 らす,多 少の履歴

        性を保持する・

                   (40)


